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決算に関する詳細情報は当社ホーム
ページでご確認いただけます。
アサヒグループHD 検 索

※1 2021年の外貨金額を、2020年の為替レートで円換算して比較しています。　
※2  事業利益とは、売上収益から売上原価並びに販売費及び一般管理費を控除した、恒常的な事業の業績を測る当社独自の利益指標です。

酒類事業が減収となったが国際事業の新規連結効果
や業務用の回復などにより、前年比10.3％の増収、事
業利益※2は飲料事業の回復に加え新規連結効果などに
よる国際事業の増益により、前年比29.9％の増益

業務用における一定の需要回復を見込んでいることに
加え、それに伴うチャネルミックスの改善などにより、 
事業全体で前年比9.6％の増収、事業利益※2は前年比
10.1％の増益予想

2021年の総括 今後の方針

2022年度
（予想）

2021年度

24,500億円

22,360億円

2020年度

20,277億円
2,400億円

1,678億円

2,179億円

2022年度
（予想）

2021年度2020年度

売上収益 事業利益※2

（6.1％増）※1 ➡
10.3%増

（23.1％増）※1 ➡
29.9%増

2,175億円

1,351億円

2022年度
（予想）

2021年度2020年度

2,119億円
1,465億円

928億円

1,535億円

2022年度
（予想）

2021年度2020年度

営業利益 親会社の所有者に
帰属する当期利益

At a Glance

56.8%増 65.4%増

アサヒグループホールディングス
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※ 2021年の外貨金額を、2020年の為替レートで円換算して比較しています。

売上収益

3.3%減

7,221億円
（前期比 －248億円）

707億円
事業利益

14.7%減

（前期比 －122億円）

売上収益は、酒類提供規制などの影響が続
き、飲食店向けのビールの売上が大幅に減
少したことなどにより、減収となりました。

事業利益は、製造原価の低減や収益構造
改革などに取り組みましたが、売上収益の
減少により、減益となりました。

酒類事業

3,578億円
売上収益

1.3%増

（前期比 ＋44億円）
331億円
事業利益

19.2%増

（前期比 ＋53億円）

飲料事業 売上収益は、炭酸飲料やお茶飲料の販売数
量が前年実績を上回ったことなどにより、
増収となりました。

事業利益については、増収効果に加えて、
ブランドの選択と集中による固定費全般の
効率化などにより、増益となりました。

食品事業

1,258億円
売上収益

2.0%増

（前期比 ＋24億円）
114億円
事業利益

4.1%増

（前期比 ＋4億円）

売上収益は、フリーズドライみそ汁や『ディ
アナチュラ』などの売上が前年実績を上
回ったことなどにより、増収となりました。

事業利益については、増収効果に加えて、
固定費全般の効率化などにより、増益とな
りました。

国際事業
1,605億円
事業利益

70.6%増

（前期比 ＋664億円）

（56.2％増）※ ➡

10,175億円
売上収益

（前期比 ＋2,246億円）

28.3%増
（17.7％増）※ ➡

売上収益は、CUB事業の新規連結効果や規
制緩和に伴う飲食店の売上回復などによ
り、増収となりました。

事業利益については、主にCUB事業の新規
連結効果や欧州事業の増収効果などによ
り、増益となりました。
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新たな『中長期経営方針』に
基づき、持続的な成長と
企業価値の向上を目指します。

代表取締役社長 兼 CEO

勝木 敦志

2021年は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響
が続いたものの、日本および海外において、景気は
持ち直しの傾向が見られました。こうした状況の中で
当社は、「中期経営方針」に基づき、プレミアム戦
略や新価値提案の強化など、グローバルとローカル
の両面から価値創造経営を推進しました。
事業別には、酒類事業では、『アサヒスーパードライ 

生ジョッキ缶』や『アサヒ生ビール』の缶商品を発
売するなど、新たな価値提案に取り組みました。ま

2021年の総括 た、アルコールテイスト清涼飲料においては、『アサヒ 

ビアリー』や『アサヒ ハイボリー』などを発売し、
お酒の飲み方の多様性を提案する「スマートドリンキ
ング」の取組みを推進しました。  

飲料事業では、『三ツ矢サイダー レモラ』の発売
など、主力ブランドにおいて新たな価値提案を強化
するとともに、食品業界で初めてレーザーマスキング
技術を使用した完全ラベルレスボトルの商品を発売す
るなど、社会的課題の解決に取り組みました。
食品事業では、『ミンティア』におけるマスク着用

トップメッセージ
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時専用商品の展開など新しい生活様式に合わせた価
値創造や、健康志向などお客様のニーズを捉えた商
品ラインアップの拡充を図りました。
国際事業では、欧州における主力プレミアムブラ

ンドの強化に加え、『Pilsner Urquell』のパッケー
ジを100％リサイクル可能な素材にリニューアルする
など、各国において環境負荷低減に向けた取組みを
推進しました。また、オセアニアにおいては、『Great 

Northern』などの成長を通じた業績拡大や、『Cool 

Ridge』でのPETボトルリサイクルの取組みを進める
とともに、統合シナジーの創出に取り組みました。
以上の結果、売上収益は、酒類事業が飲食店向

けの売上を中心に減収となりましたが、国際事業の
新規連結効果や欧州の売上回復などにより、2兆
2,360億7千6百万円（前期比10.3％増）となりました。
また事業利益は、酒類事業は減益となりましたが、
飲料事業の収益性回復に加え、CUB事業※の新規連
結効果や業態別の売上構成比の変化による収益性の
改善などによる国際事業の増益により、2,179億4千
万円（同29.9％増）、営業利益は2,119億円（同
56.8％増）、親会社の所有者に帰属する当期利益は
1,535億円（同65.4％増）となりました。

2022年1月に日本の地域統括会社として「アサヒ

2022年の見通し

グループジャパン社」を設立したことに合わせ、本
年より4つの地域統括会社毎の開示セグメントに変更
しております。

2022年の方針としては、日本では、酒類事業にお
いて『スーパードライ』のフルリニューアルに加え、『生
ジョッキ缶』や『アサヒ生ビール』などを中心に、
家庭用需要を喚起するブランド投資を一層強化して
いく方針です。飲料事業は、主力ブランドの強化を
継続するとともに、ニーズの変化に対応したポート
フォリオの拡充や環境配慮型商品の展開などに注力し
ていきます。食品事業は、新価値提案による『ミン
ティア』の売上回復や新生活様式下での更なる価値
提案に加え、在庫管理の適正化など一層の収益性改
善に取り組んでまいります。
欧州では、大幅なコストアップを見込むものの、
引き続き、プレミアム戦略の強化や飲食店の売上回
復に伴う収益性の改善に加え、柔軟な価格戦略や最
適なコストマネジメントの実行などにより、持続的な
業績回復を目指します。
オセアニアでは、原材料価格の高止まりや物流面
の混乱継続などが想定されますが、更なる主力ブラ
ンドの成長とマルチビバレッジ戦略の推進や統合シナ
ジーの創出などにより、収益基盤の強化に取り組ん
でいきます。
東南アジアでは、需要の回復期に合わせた新商

品・期間限定商品の投入に加え、積極的な広告展開

※2020年６月に取得手続きが完了した豪州のビール・サイダー事業の新規連結効果
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によるブランドの再強化などに取り組んでいきます。
こうした取組みにより、2022年は、飲食店向けを
中心に売上回復を見込んでいることに加え、それに
伴う業態別の売上構成比の変化による収益性の改善
などにより、売上収益は2兆4,500億円（前期比9.6％
増）、事業利益は、2,400億円（同10.1％増）を目
指してまいります。
尚、国内の生産・物流体制の再編に伴う費用など

により、営業利益は2,175億円（同2.6％増）、親会
社の所有者に帰属する当期利益は1,465億円（同
4.6％減）を見込んでおります。配当につきましては、
「配当性向35％を目途に安定的な増配を目指す」と
いう方針に基づき、2022年の年間配当は、再編影
響などを除いた「調整後親会社の所有者に帰属する
当期利益」をベースに、1株当たり前期比2円増配の
111円を計画しております。

当社は、2019年にグループ理念「Asahi Group 

Philosophy （AGP）」を施行し、合わせて更新した
『中期経営方針』に基づいて価値創造経営を推進し
てきました。2020年以降は、新型コロナウイルスの
影響により厳しい事業環境となりましたが、CUB事業
の取得などにより強固なグローバルプラットフォーム
を構築するとともに、最適なファイナンスなどにより

中長期経営方針の更新および
株主の皆様へのメッセージ

財務体質の改善にも道筋をつけることができました。
そうした中、コロナ禍により10年先の未来が前倒

しで訪れているという前提に立ち、30年先のメガトレ
ンドからバックキャストして中長期戦略の議論を重ね
た結果、従来の『中期経営方針』は、長期戦略を
含む『中長期経営方針』として更新いたしました。
『中長期経営方針』では、「おいしさと楽しさで“変
化するWell-being”に応え、持続可能な社会の実現
に貢献する」ことを長期戦略のコンセプトとして掲げ、
目指す事業ポートフォリオとして、ビールを中心とし
た既存事業の持続的成長に加えて、その事業基盤を
活かした周辺領域や新規事業・サービスを拡大して
いきます。
また、社会的課題の解決を通じた成長を目指し、
サステナビリティと経営の統合に加え、DX（デジタ
ル・トランスフォーメーション）やR&D（研究開発）
などコア戦略を一層強化していく方針です。更に、「ダ
イバーシティ、エクイティ＆インクルージョン」の推進
など、「人的資本の高度化」や「グループガバナン
スの進化」でこれらの戦略を支えていきます。
不安定かつ予測困難な状況が続きますが、戦略の
着実な実行により持続的な成長と中長期的な企業価
値の向上を図り、未来のステークホルダーからも信
頼されるグループを目指していきます。株主の皆様
におかれましては、引き続きアサヒグループへのご支
援をよろしくお願い申しあげます。

トップメッセージ
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おいしさと楽しさで“変化するWell-being”に応え、
持続可能な社会の実現に貢献する

長期戦略のコンセプト

 中期的な主要指標のガイドライン  中期的な財務方針

2021年実績 2022年以降のガイドライン
（３年程度を想定）

事業利益 2,179億円
●  CAGR（年平均成長率）： 
一桁台後半 ＊１

EPS
（調整後＊２） 305.2円

●   CAGR（年平均成長率）： 
一桁台後半

FCF ＊３ 3,191億円 ● 年平均2,000億円以上

2022年以降のガイドライン

成長投資・
債務削減

●  FCFは債務削減へ優先的に充当し、 
成長投資への余力を高める

●  Net Debt/EBITDAは 
2024年に３倍程度を目指す 
（劣後債の50％はNet Debtから除いて算出）

株主還元
●  配当性向35％程度を目途とした 
安定的な増配 
（将来的な配当性向は40％を目指す）

＊1 2021年為替一定ベース　＊2 調整後とは、事業ポートフォリオの再構築や減損損失など一時的な特殊要因を除くベース　＊3 FCF=営業CF-投資CF ※M&A等の事業再構築を除く

＊BX：ビジネス・トランスフォーメーション

● 既存地域でのプレミアム化とグローバルブランドによる成長、展開エリアの拡大
● 健康志向などを捉えた周辺領域での成長、ケイパビリティを活かした新規事業の創出・育成

目指す事業ポートフォリオ ビールを中心とした既存事業の成長と新規領域の拡大 

● サステナビリティと経営の統合による社会・事業のプラスインパクトの創出、社会課題解決
● DX＝BX＊と捉え、３つの領域（プロセス、組織、ビジネスモデル）でのイノベーションを推進
● R&D（研究開発）機能の強化による既存商品価値の向上・新たな商材や市場の創造

コア戦略 持続的成長を実現するためのコア戦略の推進 

● 目指す事業ポートフォリオの構築やコア戦略を遂行するための人的資本の高度化
● グループガバナンスの進化による最適な組織体制構築、ベストプラクティスの共有

戦略基盤強化 長期戦略を支える経営基盤の強化

中長期経営方針
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発売36年目で初となるフルリニューアル！
辛口を磨き上げた“新・辛口＜生＞”完成
飲んだ瞬間の飲みごたえと、 
瞬時に感じるキレのよさ

缶350ml、缶500ml／発売日 
2022年2月下旬出荷より順次切替

ビール

アサヒ
スーパードライ

PET500ml／希望小売価格 151円（税込）
発売日 2022年4月5日

紅茶飲料

和紅茶 
無糖ストレート

希望小売価格 227円（税込）／発売日 2022年3月7日

フリーズドライ食品

うどんつけ麺の素
和風牛肉／ピリ辛 担々風

酒類事業

食品事業

飲料事業

「和紅茶 無糖ストレート」は、国産紅茶葉
を100％使用した「日本生まれの紅茶」
です。国産紅茶葉ならではの上品な香り、
深いコク、まろやかな味わいを楽しめま
す。リラックスしたい時にオススメの商品
です。是非お試しください！

アサヒビール（株）マーケティング本部 
ビールマーケティング部　木村 宏之

アサヒグループ食品（株）
コンシューマ事業本部
マーケティング二部
西本 あやめ

アサヒ飲料（株）マーケティング二部
和田 奈々

スーパードライは1987年の発売以来36年目で初のフ
ルリニューアルをいたします。スーパードライならで
はの「辛口」の骨格を継承、キレはそ
のままに飲みごたえを強化しました。
新辛口のうまさにご期待ください。

担当者からのひとこと
担当者からのひとこと

フリーズドライならではの具材感や彩りを感
じられる、うどん用つゆの素で
す。お湯を注ぐだけでつゆと
具材が完成するので、トッピ
ングなどを準備する時間が省
け、忙しい時にもぴっ
たりの商品です！

担当者からのひとこと

国産紅茶葉を100%使用した 
上品な香りと味わい深いコク
日本最高位茶師が監修

お湯を注ぐだけで“つゆ”と“具材”が完成
うどんは温でも冷でもおいしく 
召し上がれます
そうめんや中華麺にもおすすめ

※ 麺は入っておりません。

POINT
POINT

POINT

Renewal
リニューアル

New
新商品

New
新商品

新商品紹介
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非流動資産

流動資産6,890
44,393

37,502
7,351

31,407

24,05610,000

20,000

30,000

50,000

0

40,000

2021年度末

7,001
45,477

38,475

2020年度末2019年度末

連結財政状態計算書 （各年度：12月31日現在） （単位：億円）

資産合計 負債及び資本合計

5,000

10,000

20,000

25,000

0

売上収益
22,360
（+2,083）

親会社の
所有者に帰属
する当期利益

1,535
（+606）

売上原価
△13,831
（△1,000）

売上総利益
8,528

（+1,082）

事業利益
2,179
（+501）

その他の
営業収支
△60
（+266）

営業利益
2,119
（+767）

金融・持分法
による
投資損益
△120
（△23）

法人所得税費用
△460
（△131）

非支配持分
3

（+5）

販売費及び
一般管理費
△6,349
（△581）

※ 括弧内は対前年度比

連結損益計算書 （2021年1月1日～12月31日） （単位：億円）

0

3,000

4,000

2,000

1,000

5,000

現金及び
現金同等物に
係る為替変動
による影響

11
（△95）

現金及び
現金同等物の
期末残高

527
（+42）

現金及び
現金同等物の
期首残高

484
（△0）

3,378
（+619）

営業活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー
△3,203
（△12,770）

投資活動による
キャッシュ・フロー
△143

（+12,290）

※ 括弧内は対前年度比

連結キャッシュ・フロー計算書 （2021年1月1日～12月31日） （単位：億円）

資本

非流動負債

流動負債
16,526

12,689

44,393

15,178

10,756

8,168

31,407

12,482
0

10,000

20,000

30,000

50,000

40,000

2021年度末

12,428

15,457

45,477

17,591

2020年度末2019年度末

▶  資産は、為替相場の変動
によるのれん及び無形
資産の増加などにより、
増加となりました。

▶  負債は、社債及び借入金
の減少などにより、減少
となりました。

▶  資本は、親会社の所有者
に帰属する当期利益の
計上により利益剰余金
が増加したことや、為替
相場の変動で在外営業
活動体の換算差額が増
加したことなどにより、
増加となりました。

▶  営業CFは、減価償却費など
の非キャッシュ項目による
増加や運転資本の効率化
により収入となりました。

▶  投資CFは、有形固定資産
の取得による支出などに
より支出となりました。

▶  財務CFは、主に短期借
入金の返済による金融
債務の減少があり、支出
となりました。

ポイント

連結業績及び財務データ
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〈 アクセス 〉

所 在 地 〒618-0071 京都府乙訓郡大山崎町銭原5-3

開 館 時 間 午前10時～午後5時 ※入館は午後4時30分まで

休 館 日
月曜日（祝日の場合は翌火曜日）、臨時休館、年末年始
※ 休館日の詳細については、HPをご確認ください。 

https://www.asahibeer-oyamazaki.com/annai/

お問い合わせ TEL：075-957-3123 （総合案内）

入 館 料

一般 900円
高・大学生 500円
中学生以下 無　料
障害者手帳をお持ちの方 300円
※価格はすべて税込表示です。

JR山崎駅JR山崎駅

妙喜庵

N

トンネル

美術館前（庭園トンネル前）停留所

至 河原町▷

駐輪場
離宮八幡宮

◁至 梅田
国道171号線

JR山崎駅前停留所

人道（近道）
阪急大山崎駅前停留所
阪急大山崎駅阪急大山崎駅

コインパーキング①

コインパーキング② コインパーキング③

旧西国街道

大山崎

歴史資料館

踏切

● 駐車場について
当館には駐車場はございません。
また、敷地内は車輌進入禁止です。お車、自動二輪車（バイク等）でお
越しになる方は、最寄駅近辺のコインパーキング、町営駐輪場をご利
用ください。

● 最寄駅
JR京都線「山崎駅」、阪急京都線「大山崎駅」より徒歩約10分

● 無料送迎バス
阪急大山崎駅前～JR山崎駅前～当館の間で無料送迎バス（ご高齢の
方優先）を運行しております。ご来館の際は、どうぞご利用ください。
※時刻表については、HPをご確認ください。

アサヒビール大山崎山荘美術館は、関西の
実業家・故加賀正太郎氏が大正から昭和初期
にかけ建設した「大山崎山荘」を創建当時の姿
に修復し、安藤忠雄氏設計の新棟「地中の宝石
箱」などを加え1996年４月に開館しました。貴
重な建築物や美しい庭園を後世に遺すととも
に、美術館としての個性を生かした企画展示な
ど、独自の文化発信を行っています。

アサヒビール 大山崎山荘美術館のご紹介

株主の皆様とのコミュニケーション
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商号 アサヒグループホールディングス株式会社（Asahi Group Holdings, Ltd.）
本店所在地 〒130-8602 東京都墨田区吾妻橋一丁目23番1号
設立 1949年（昭和24年）9月1日
資本金 220,044百万円
従業員数 30,020名（連結）
会計監査人 有限責任 あずさ監査法人（東京都新宿区津久戸町1番2号）

■  その他の法人
 8.0%

所有者別
株式分布

■  金融機関
 40.2%

■  自己株式
 0.0%

■  外国法人等
 34.7%

■  個人・その他
 9.7%

■  証券会社
 7.4%

会社概要（2021年12月31日現在）

（注） 自己株式には、株式報酬制度の信託財産として、株式会社日本カストディ
銀行が保有する当社株式は含めておりません。

発行済株式の総数 507,003,362株

株主数 136,945名
（前期末比7,621名増）

株式の状況（2021年12月31日現在）

取締役会長 兼 
取締役会議長 小路 明善

代表取締役社長 兼 CEO 勝木 敦志
取締役 兼 執行役員 
CAO 朴 泰民

取締役 兼 執行役員 
CHRO 谷村 圭造

取締役 兼 執行役員 
CFO 﨑田 薫

社外取締役
（独立役員）

クリスティーナ・アメージャン
佐々江 賢一郎 大橋 徹二

役員（2022年3月25日現在）

常勤監査役 奥田 好秀 西中 直子

社外監査役（独立役員） 早稲田 祐美子 川上 豊 
大八木 成男

専務執行役員 社長補佐 北川 亮一
常務執行役員 兼 CSCO 辺見 裕

執行役員

佐見 学 河野 一馬 
坂野 俊次郎 石坂 修 
近安 理夫 森 哲 
佐藤 輝 藤崎 孝志
近藤 佳代子 小田 祐司

会社概要／株式の状況
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株主メモ

期末配当金のお支払いについて
第98期期末配当金は、第98回定時株主総会の決
議により1株当たり55円に決定されました。同封の「配
当金領収証」により、お近くのゆうちょ銀行全国本支
店及び出張所並びに郵便局（銀行代理業者）にて、
払渡しの期間内（2022年3月28日（月）から2022年5
月6日（金）まで）にお受け取り願います。
また、銀行預金口座等振込ご指定の方は、ご指定
口座への入金をご確認くださいますようお願い申しあ
げます。株式数比例配分方式を選択されている場合
は、お取引の口座管理機関（証券会社）にお問い合わ
せください。
なお、同封いたしております「配当金計算書」は、
配当金をお受け取りになった後の配当金額のご確認
や、確定申告を行う際の添付書類としてご利用いた
だけます。株式数比例配分方式を選択されている場
合は、お取引の口座管理機関（証券会社）にお問い合
わせください。

2022年3月25日（金）に開催された当社第98回定時株主総会
におきまして、次のとおり報告並びに決議されました。
 ●  報告事項  
第98期（2021年1月1日から2021年12月31日まで）事業報告、
連結計算書類及び計算書類の内容並びに会計監査人及び監
査役会の連結計算書類監査結果報告の件  
本件は、上記の内容をご報告いたしました。
 ●  決議事項
第1号議案　剰余金処分の件
第2号議案　定款一部変更の件
第3号議案　取締役8名選任の件
第4号議案　監査役1名選任の件
第5号議案　取締役に対する株式報酬制度の改定の件

上記の各議案は、原案どおり承認可決されました。
◎ 議案の詳細につきましては、当社ウェブサイトに掲載して 
いる「第98回定時株主総会招集ご通知」をご参照ください。  
https://www.asahigroup-holdings.com/ir/  
shareholders_guide/shareholders_meeting.html

以　上

第98回 定時株主総会の決議ご通知

株主名簿管理人
事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社 
証券代行部

公告の方法

電子公告により行います。ただし、
事故その他やむを得ない理由によっ
て電子公告によることができない場
合は、日本経済新聞に掲載する方法
により行います。
https://www.asahigroup-holdings.
com/ir/e_public/

上場金融商品取引所 東京証券取引所

事業年度 1月1日から12月31日まで
定時株主総会 3月（基準日12月31日）
期末配当金支払
株主確定日 12月31日

中間配当金支払
株主確定日 6月30日

単元株式数 100株
株主名簿管理人
及び特別口座の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目
4番1号
三井住友信託銀行株式会社

〈免責事項〉 本誌のいかなる情報も、当社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。また、本誌に記載された意見や予測などは、本誌作成時点で
の当社の判断であり、その情報の正確性を保証するものではなく、今後、予告なしに変更されることがあります。万が一この情報にもとづいて被ったいかなる損
害についても、当社および情報提供者は一切責任を負いませんので、ご承知おきください。

https://www.asahigroup-holdings.com/

https://www.asahigroup-holdings.com/
https://www.asahigroup-holdings.com/ir/e_public/
https://www.asahigroup-holdings.com/ir/shareholders_guide/shareholders_meeting.html

